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第６章第６章第６章第６章 

ナーラダとヴャーサデーヴァの会話ナーラダとヴャーサデーヴァの会話ナーラダとヴャーサデーヴァの会話ナーラダとヴャーサデーヴァの会話 
 

第１節第１節第１節第１節 

 
SaUTa ovac 

Wv&  iNaXaMYa  >aGavaNdevzeRJaRNMa  k-MaR  c  ) 
>aUYa" PaPa[C^ Ta& b]øNa( VYaaSa" SaTYavTaqSauTa" )) 1 )) 

 
スータ ウヴァーチャ 

süta uväca 
 

エーヴァンム ニシャミャ バハガヴァーン 

evaà niçamya bhagavän 
 

デーヴァルシェール ジャンマ カルマ チャ 

devarñer janma karma ca 
 

ブフーヤハ    パプラッチャ    タンム ブラフマン 

bhüyaù papraccha taà brahman 
 

ヴャーサハ サテャヴァティー・スタハ 

vyäsaù satyavaté-sutaù 
 

sütaù uväca—スータが言った; evam—そのように; niçamya—聞くこと; bhagavän—神

の力強い化身; devarñeù—神々の中の偉大な聖者; janma—誕生; karma—活動; ca—そして; 

bhüyaù—再び; papraccha—尋ねた; tam—彼に ; brahman—おお、ブラーフマナ達よ; 

vyäsaù—ヴャーサデーヴァ; satyavaté-sutaù—サテャヴァティーの子。 
 

スータが言った。「ブラーフマナたちよ。神の化身であり、そしてサテャヴァティーの子で

あるヴャーサデーヴァは、シュリー・ナーラダの誕生と活動について余すところなく拝聴した

あと、次のように尋ねた」 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

ヴャーサデーヴァはナーラダジーが到達した完成について、さらにはその人となりについて

もっと詳しく知りたいと願いました。この章でナーラダジーは、主との超越的な離別感に浸っ

ていたときに（それはひじょうに悲しい心情なのですが）、主を垣間見ることができたいきさ

つを説明します。 
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第２節第２節第２節第２節 

 

VYaaSa ovac 
i>a+aui>aivRPa[viSaTae     ivjaNaadeí*i>aSTav ) 
vTaRMaaNaae vYaSYaaÛe  TaTa" ik-Mak-raeÙvaNa( )) 2 )) 

 
ヴャーサ ウヴァーチャ 

vyäsa uväca 
 

ビヒクシュビヒル    ヴィプラヴァシテー 

bhikñubhir vipravasite 
 

ヴィギャーナーデーシュトゥリビヒス タヴァ 

vijïänädeñöåbhis tava 
 

ヴァルタマーノー ヴァヤッシ アーデェー 

vartamäno vayasy ädye 
 

タタハ    キンム アカロードゥ バハヴァーン 

tataù kim akarod bhavän 
 

vyäsaù uväca—シュリー・ヴャーサデーヴァが言った; bhikñubhiù—偉大な修行僧達によっ

て; vipravasite—別の場所に去って; vijïäna—超越性に関する科学的知識; ädeñöåbhiù—教え

た人々; tava—あなたの; vartamänaù—現在の; vayasi—生涯の; ädye—〜の始まりの前; 

tataù—その後; kim—なにが; akarot—行なった; bhavän—あなた。 
 
シュリー・ヴャーサデーヴァが言った。「前世で、科学的で神聖な知識を説いた偉大な聖者た

ちが去っていったあと、あなた（ナーラダ）はなにをなさったのでしょうか」 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
ヴャーサデーヴァはナーラダジーの弟子ですから、ナーラダが入門後にしたことについて知

りたいと思うのは自然なことです。ナーラダの足跡に従って同じ境地に辿りつきたいと考えた

のです。精神指導者に尋ねようとする望みは、献愛生活を完成させるためには欠かせません。

この見解をサンスクリット語でsad-dharma-påcchä（サドゥ・ダハルマ・プリッチャー）といいます。 

 

第３節第３節第３節第３節 
 

SvaYaM>auv k-Yaa v*tYaa viTaRTa& Tae Par& vYa" ) 
      k-Qa& cedMaudóa+aq" k-ale/ Pa[aáe k-le/vrMa(  )) 3 )) 
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スヴァーヤンブフヴァ カヤー ヴリッテャー 

sväyambhuva kayä våttyä 
 

ヴァリタンム    テー パランム    ヴァヤハ 

vartitaà te paraà vayaù 
 

カタハンム    チェーダンム ウダスラークシーヒ 

kathaà cedam udasräkñéù 
 

カーレー プラープテー カレーヴァランム 

käle präpte kalevaram 
 

sväyambhuva—ブラフマーの子よ; kayä—どのような状況で; våttyä—任務; vartitam—過

ごした; te—あなた; param—入門の後; vayaù—生涯; katham—どのように; ca—そして; 

idam—この; udasräkñéù—終えたのか; käle—やがて; präpte—達成して; kalevaram—肉体。 
 

ブラフマーの御子息よ。入門を受けたあとはどのように過ごされたのでしょうか。そしてや

がてその体を終えたあと、どのようにしていまの体を得られたのでしょうか。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
シュリー・ナーラダ・ムニは前世で平凡な下女の息子でしたから、永遠の命・至福・知識に

あふれた精神的体に完全に変貌した事実を知るのは、確かに重要です。シュリー・ヴャーサデ

ーヴァは、すべての人がその話を聞いて満足できるよう、ナーラダ・ムニにすべてを説明して

ほしいと願いました。 

 

第４節第４節第４節第４節 
 

Pa[a¡-LPaivzYaaMaeTaa&  SMa*iTa&  Tae MauiNaSataMa  ) 
Na ùez VYavDaaTk-al/ Wz SavRiNarak*-iTa" )) 4 )) 

 
プラーク・カルパ・ヴィシャヤーンム エータンム 

präk-kalpa-viñayäm etäà 
 

スムリティンム テー ムニ・サッタマ 

småtià te muni-sattama 
 

ナ ヒ エーシャ ヴャヴァダハートゥ カーラ 

na hy eña vyavadhät käla 
 

エーシャ サルヴァ・ニラークリティヒ 

eña sarva-niräkåtiù 
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präk—先の ; kalpa—ブラフマーの１日の間 ; viñayäm—主題 ; etäm—これらすべて ; 

småtim—記憶; te—あなたの; muni-sattama—偉大な聖者よ; na—ではない; hi—確かに; 

eñaù—これらすべて; vyavadhät—なんの違いもない; kälaù—時の流れ; eñaù—これらすべ

て; sarva—すべて; niräkåtiù—破壊。 
 

偉大な聖者よ。時はすべてを破壊します。それでも、ブラフマーのいまの１日以前に起こっ

たこの出来事が、時の力に影響されずにあなたの記憶に新しいのは、なぜなのでしょうか。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
肉体が消滅しても魂は消えないように、精神的な意識も消滅しません。シュリー・ナーラダ

は前代のカルパ・創造期に生きていたときにでさえ、この精神的意識を持っていました。肉体

意識とは、肉体をとおして表わされる精神的意識を指します。その質は劣り、歪み、やがて消

滅します。しかし、精神的状態にある心を超越した超意識は、精神魂と同じで、けっして消滅

しません。 

 

第５節第５節第５節第５節 

 

Naard ovac 
i>a+aui>aivRPa[viSaTae  ivjaNaadeí*i>aMaRMa  ) 
vTaRMaaNaae vYaSYaaÛe TaTa WTadk-arzMa( )) 5 )) 

 
ナーラダ ウヴァーチャ 

närada uväca 
 

ビヒクシュビヒル    ヴィプラヴァシテー 

bhikñubhir vipravasite 
 

ヴィギャーナーデーシュトゥリビヒル ママ 

vijïänädeñöåbhir mama 
 

ヴァルタマーノー ヴァヤッシ アーデェー 

vartamäno vayasy ädye 
 

タタ    エータドゥ アカーラシャンム 

tata etad akärañam 
 

näradaù uväca—シュリー・ナーラダが言った ; bhikñubhiù—偉大な聖者達によって; 

vipravasite—別の場所に去っていったあと; vijïäna—科学的かつ精神的知識; ädeñöåbhiù—
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私に授けた人々; mama—私のもの; vartamänaù—現在の; vayasi ädye—この生涯の前; 

tataù—その後; etat—これだけ; akärañam—行なった。 
 
シュリー・ナーラダが言った。「私に崇高な科学的知識を授けた偉大な聖者たちは、新たな場

所に向けて去っていった。私は残りの生涯を一人で過ごさなくてはならなかった」 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
ナーラダジーは、前世で偉大な聖者たちから崇高な知識を授かったとき、５歳の男の子にす

ぎませんでしたが、その後の生き方に明らかな変化が現われました。それこそが、真正な精神

指導者から入門を授かったあとに見られる重要な証しです。献愛者との確かな交流は、神聖な

悟りとなってすぐに変革をもたらします。シュリー・ナーラダ・ムニの前世でそれがどのよう

に起こったのかが、この章で説明されていきます。 

 

第６節第６節第６節第６節 

 

Wk-aTMaJaa Mae JaNaNaq YaaeizNMaU!a c ik-ªrq   ) 
 MaYYaaTMaJae_NaNYaGaTaaE  c§e-  òehaNaubNDaNaMa(  )) 6 )) 

 
エーカートゥマジャー メー ジャナニー 

ekätmajä me janané 
 

ヨーシン ムーダハー チャ キンカリー 

yoñin müòhä ca kiìkaré 
 

マイー アートゥマジェー ナニャ・ガタウ 

mayy ätmaje 'nanya-gatau 
 

チャクレー スネーハーヌバンダハナンム 

cakre snehänubandhanam 
 

eka-ätmajä—一人っ子だったために; me—私の; janané—⺟; yoñit—女性であること; 

müòhä—愚かな; ca—そして; kiìkaré—下女; mayi—私に; ätmaje—彼女の子どもであるこ

と か ら ; ananya-gatau— ほ か に 保 護 者 が い な い 者 ; cakre— そ れ を し た ; sneha 

-anubandhanam—愛情の鎖でつながれて。 
 

純朴で、また使用人にすぎなかった⺟にとって、私はたった一人の子だった。私以外に家族

はなく、また自分を守ってくれる人もいなかった。⺟は、愛情という紐で私を縛りつけていた。 
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第７節第７節第７節第７節 

 

SaaSvTaN}aa  Na  k-LPaaSaqÛaeGa+aeMa& MaMaeC^Taq  ) 
wRXaSYa ih vXae l/aek-ae Yaaeza daåMaYaq YaQaa )) 7 )) 

 
サースヴァタントゥラー ナ カルパーシードゥ 

säsvatanträ na kalpäséd 
 

ヨーガ・クシェーマンム マメーッチャティー 

yoga-kñemaà mamecchaté 
 

イーシャッシャ ヒ ヴァシェー ローコー 

éçasya hi vaçe loko 
 

ヨーシャー ダールマイー ヤタハー 

yoñä därumayé yathä 
 

sä—彼女; asvatanträ—頼っていた; na—ではない; kalpä—できる; äsét—であった; 

yoga-kñemam—維持; mama—私の; icchaté—望んでいても; éçasya—神意の; hi—のため; 

vaçe—に支配されて; lokaù—だれもが; yoñä—人形; däru-mayé—木製の; yathä—〜と同じ。 
 

⺟は私をまっとうに育てたがっていたが、自由の身ではなく、それもかなわなかった。世界

はすべて至高主の意志で動いている。ゆえにだれであろうと、人形使いにあやつられる木の人

形のように生きているのである。 

 

第８節第８節第８節第８節 

 

Ah&  c   Tad(b]øku-le/ Oizva&STaduPae+aYaa  ) 
idGdeXak-al/aVYauTPaàae bal/k-" PaÄhaYaNa" )) 8 )) 

 
アハンム チャ タドゥ・ブラフマ・クレー 

ahaà ca tad-brahma-kule 
 

ウーシヴァーンムス タドゥ・ウペークシャヤー 

üñiväàs tad-upekñayä 
 

ディグ・デーシャ・カーラーヴュトゥパンノー 

dig-deça-kälävyutpanno 
 

バーラカハ    パンチャ・ハーヤナハ 

bälakaù païca-häyanaù 
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aham—私; ca—もまた; tat—それ; brahma-kule—ブラーフマナの学校で; üñivän—住ん

だ; tat—彼女の; upekñayä—〜に頼って; dik-deça—方角と国; käla—時間; avyutpannaù—

経験がまったくない; bälakaù—幼い子ども; païca—５; häyanaù—〜才。 
 

まだ幼い５才のころ、私はブラーフマナの学校に住んでいた。⺟の愛情にすがり、異郷の地

を踏んだことさえない子どもだった。 

 

第９節第９節第９節第９節 

 

Wk-da iNaGaRTaa& GaehaÕuhNTaq& iNaiXa Gaa& PaiQa ) 
SaPaaeR_dXaTPada SPa*í" k*-Pa<aa& k-al/caeidTa" )) 9 )) 

 
エーカダー ニルガターンム ゲーハードゥ 

ekadä nirgatäà gehäd 
 

ドゥハンティーンム ニシ ガーンム パティ 

duhantéà niçi gäà pathi 
 

サルポー ダシャトゥ パダー スプリシュタハ 

sarpo 'daçat padä spåñöaù 
 

クリパナーンム カーラ・チョーディタハ 

kåpaëäà käla-coditaù 
 

ekadä—ある時; nirgatäm—出かけて; gehät—家から; duhantém—牛乳絞りのために; 

niçi—夜; gäm—牛; pathi—途中で; sarpaù—蛇; adaçat—噛まれて; padä—足を; spåñöaù—

襲われて; kåpaëäm—哀れな女性; käla-coditaù—至高の時に影響されて。 
 

ある夜、哀れな⺟は乳絞りに行く途中、蛇に足を噛まれた。至上の時が定めた宿命によって。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

これが、真剣な魂を神に近づける手段です。かわいそうなこの男児は、我が子をいとおしむ

⺟親だけに育てられていたのですが、それでも、その子を主の慈悲だけに身をゆだねさせるた

め、至高の意志によって⺟親はこの世から連れだされたのでした。 

 

第１０節第１０節第１０節第１０節 
 

Tada TadhMaqXaSYa >a¢-aNaa& XaMa>aqPSaTa" ) 
ANauGa]h& MaNYaMaaNa" Pa[aiTaï& idXaMautaraMa( )) 10 )) 
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タダー タドゥ アハンム イーシャッシャ 

tadä tad aham éçasya 
 

バハクターナーンム シャンム アビヒープサタハ 

bhaktänäà çam abhépsataù 
 

アヌグラハンム    マニャマーナハ 

anugrahaà manyamänaù 
 

プラーティシュタハンム ディシャンム ウッタラーンム 

prätiñöhaà diçam uttaräm 
 

tadä—その時; tat—それを; aham—私は; éçasya—主の; bhaktänäm—献愛者の; çam—

慈悲; abhépsataù—望んでいる; anugraham—特別な恩恵; manyamänaù—そのように考え

て; prätiñöham—離れた; diçam uttaräm—北へ。 
 

これは、いつでも献愛者に恵みをほどこす主の特別の慈悲にちがいない――そう考えた私は、

北に向って旅立った。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

主に堅い信念を持つ献愛者は、いつも主の優しさに導かれていることを知っています。ふつ

うの見方では数奇な、あるいは困難な状況だとしても、献愛者には主の特別の慈悲にほかなり

ません。通俗な繁栄はいわば物質的な熱にうかされている状態ですが、主の思いやりによって

物質的な熱はやがて冷めていき、着実に精神的な健康に恵まれるようになります。一般の人は

それを誤解してしまうものです。 

 

第１１節第１１節第１１節第１１節 
 

Sf-ITaaÅNaPada&STa}a PaurGa]aMav]Jaak-raNa( ) 
%e$=%vR$=va$q=ê vNaaNYauPavNaaiNa  c )) 11 )) 

 
スピヒーターン ジャナパダーンムス タトゥラ 

sphétäï janapadäàs tatra 
 

プラ・グラーマ・ヴラジャーカラーン 

pura-gräma-vrajäkarän 
 

ケヘータ・カハルヴァタ・ヴァーティーシュ チャ 

kheöa-kharvaöa-väöéç ca 
 

ヴァナーニ    ウパヴァナーニ    チャ 

vanäny upavanäni ca 
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sphétän—非常に栄えている; jana-padän—大都市; tatra—そこ; pura—町; gräma—村; 

vraja—広大な農場; äkarän—鉱物の場所（鉱山）; kheöa—農耕地; kharvaöa—谷; väöéù—花

畑; ca—そして; vanäni—森; upavanäni—種苗場; ca—そして。 
 

旅に出たあと、にぎわう大都市、町や村、牧草地帯、鉱山、農場、谷間、花畑、種苗場、原

生林などをいくつもめぐり歩いた。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
人類が農業・鉱業・農場経営・工場・園芸などにたずさわっている様子は、昔もいまも同じ

です。先代の創造期からいまの創造期でも、そして次の創造期にまで同様の営みはつづけられ

るのです。何億何千年後、自然の法則によって次の創造期がはじまり、ふたたび同じような宇

宙の歴史が繰りかえされます。俗な口論しかできない人々は、生活に欠かせない事には見向き

もせず、遺跡の発掘調査のためならいくらでも時間を浪費します。シュリー・ナーラダ・ムニ

は、精神生活をはじめる決意を固めたあと、小さな子どもではありましたが、一瞬たりとも時

間を無駄にすることなく、町や村、鉱山や工場をとおりすぎていきました。崇高な解放の境地

をめざして歩きとおしたのです。『シュリーマド・バーガヴァタム』は、数億年前に起こった

歴史を反復・記録したものです。この節で述べられているように、この真正な書物にはもっと

も重要な史実だけが選ばれ、記録されています。 

 

第１２節第１２節第１２節第１２節 

 

ic}aDaaTauivic}aad]qiNa>a>aGan>auJad]uMaaNa(  ) 
Jal/aXaYaaiH^vJal/aàil/Naq" SaurSaeivTaa" ) 
ic}aSvNaE"     Pa}arQaEivR>a]Mad(>a]Marié[Ya"  )) 12 )) 

 
チトゥラ・ダハートゥ・ヴィチトゥラードゥリーン 

citra-dhätu-viciträdrén 
 

イバハ ・バハグナ・ブフジャ・ドゥルマーン 

ibha-bhagna-bhuja-drumän 
 

ジャラーシャヤーン チヴァ・ジャラーン 

jaläçayäï chiva-jalän 
 

ナリニーヒ スラ・セーヴィターハ 

nalinéù sura-sevitäù 
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チトゥラ・スヴァナイヒ パトゥラ・ラタハイル 

citra-svanaiù patra-rathair 
 

ヴィブフラマドゥ    ブフラマラ・シュリヤハ 

vibhramad bhramara-çriyaù 
 

citra-dhätu—金、銀、銅などの重要な鉱物; vicitra—多様性あふれた; adrén—丘や山; 

ibha-bhagna—巨象によって破壊された; bhuja—枝; drumän—木々; jaläçayän çiva—健康

に寄与する ; jalän—水源地 ; nalinéù—蓮華の花 ; sura-sevitäù—天上の住⺠が憧れる ; 

citra-svanaiù—心を満たしてくれる; patra-rathaiù—鳥達によって; vibhramat—落ち着きを

失った; bhramara-çriyaù—ハチの群れに飾られて。 
 

私は、金、銀、銅などさまざまな鉱山資源を豊かに蔵する丘や山をとおりすぎた。さらに、

美しい蓮華の花が咲きみだれ、狂おしく飛びまわるハチやさえずる鳥によって飾られた湖が点

在する、まさに天上の住⺠が住むにふさわしい一帯をとおりすぎた。 

 

第１３節第１３節第１３節第１３節 

 

Nal/ve<auXarSTaNbku-Xak-Ick-GaûrMa(      ) 
Wk- WvaiTaYaaTaae_hMad]a+a&  iviPaNa& MahTa(  ) 
gaaer& Pa[iTa>aYaak-ar& VYaal/aelU/k-iXavaiJarMa( )) 13 )) 

 
ナラ・ヴェーヌ・シャラス・タンバ・ 

nala-veëu-çaras-tanba- 
 

クシャ・キーチャカ・ガフヴァランム 

kuça-kécaka-gahvaram 
 

エーカ エーヴァーティヤートー ハンム 

eka evätiyäto 'ham 
 

アドゥラークシャンム ヴィピナンム マハトゥ 

adräkñaà vipinaà mahat 
 

ゴホーランム プラティバハヤーカーランム 

ghoraà pratibhayäkäraà 
 

ヴャーロールーカ・シヴァージランム 

vyälolüka-çiväjiram 
 

nala—管; veëu—竹; çaraù—囲い; tanba—〜で一杯の; kuça—鋭い葉の草; kécaka—雑

草; gahvaram—洞穴; ekaù—一人で; eva—だけ; atiyätaù—通りにくい; aham—私は; 
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adräkñam— 尋 ね た ; vipinam— 深 い 森 ; mahat— 巨 大 な ; ghoram— 恐 ろ し い ; 

pratibhaya-äkäram—危険に; vyäla—蛇; ulüka—フクロウ; çiva—ジャッカル; ajiram—遊

び場。 
 

次に私は、イグサ、竹、アシ、鋭い葉の草、雑草が生い茂る森、洞穴など、一人でとおるに

は困難をきわめる場所を歩いていった。蛇、フクロウ、ジャッカルたちが徘徊するうっそうと

した、そして不気味な森を進んでいった。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
修行僧（パリヴラージャカーチャーリャ・parivräjakäcärya）には、森、丘、町や村といっ

た神のさまざまな創造界を一人で旅をする義務があり、その目的は、神への信念と心の強さを

築き、旅先の住⺠を神の言葉で啓発することにあります。サンニャーシーは、このような危険

をかえりみることなく義務を果たさなくてはならず、現代ではその模範となるのが主チャイタ

ンニャです。主はインド中部に広がるジャングルを旅し、そこに住む⻁、熊、蛇、鹿、象とい

った動物たちでさえ啓発しました。現代のカリ・ユガでは、一般の人がサンニャーサ階級にな

ることは禁じられています。ただ身なりを変えただけで自分を宣伝するだけの人間は、真のサ

ンニャーシーとは似て非なる輩です。しかし、社会との交友関係をまったく断つ誓いをたて、

主への奉仕だけに生涯を捧げることはだれにでも必要です。着るものを変えるのはたてまえに

すぎません。主チャイタンニャはサンニャーシーの名前を受けいれませんでしたが、カリ・ユ

ガでは、いわゆるサンニャーシーと呼ばれる人々も、主チャイタンニャの足跡に従い、自分の

名前を変えるべきではありません。現代では、主の神聖な栄光について聞いて唱えるという献

愛奉仕は強く勧められており、家庭生活の放棄を誓った人は、ナーラダや主チャイタンニャの

ようなパリヴラージャカーチャーリャをまねる必要はなくても、聖地に行って腰を据えて修行

にはげみ、ヴリンダーヴァンの６人のゴースヴァーミーのような偉大なアーチャーリャが残し

た神聖な経典を、全生涯と全力をかけて繰りかえし聞き、そして学ばなくてはなりません。 

 

第１４節第１４節第１４節第１４節 

 

Pairé[aNTaeiNd]YaaTMaah&  Ta*$(ParqTaae  bu>aui+aTa" ) 
òaTva PaqTva h de NaÛa oPaSPa*íae GaTaé[Ma" )) 14 )) 

 
パリシュラーンテーンドゥリヤートゥマーハンム 

pariçräntendriyätmähaà 
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トゥリトゥ・パリトー ブブフクシタハ 

tåö-paréto bubhukñitaù 
 

スナートゥヴァー ピートゥヴァー フラデー ナデャー 

snätvä pétvä hrade nadyä 
 

ウパスプリシュトー ガタ・シュラマハ 

upaspåñöo gata-çramaù 
 

pariçränta—疲れて; indriya—肉体的に; ätmä—心理的に; aham—私は; tåö-parétaù—喉

が渇き; bubhukñitaù—そして空腹になり; snätvä—沐浴する; pétvä—そして川の水も飲み; 

hrade—湖で ; nadyäù—川の ; upaspåñöaù—〜と触れることで ; gata—〜から癒された ; 

çramaù—疲労。 
 

なおも歩きつづけるうちに身も心も疲れ、のどがかわき、空腹を感じるようになった。私は

川で体を洗い、水を飲んだ。水に触れることで、疲れは癒されていった。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
行脚僧は、一般家庭の入り口に立って物乞いをすることなく、自然の恵みでのどのかわきや

空腹感といった体の欲求を満たすことができます。ですから、世帯者の家をたずねて物乞いを

するのではなく、尊い知識を与えて啓発するのがかれらの本務です。 

 

第１５節第１５節第１５節第１５節 

 

TaiSMaiàMaRNauJae_r<Yae iPaPPal/aePaSQa Aaié[Ta" ) 
AaTMaNaaTMaaNaMaaTMaSQa& YaQaaé[uTaMaicNTaYaMa(    )) 15 )) 

 
タスミン ニルマヌジェー ラニェー 

tasmin nirmanuje 'raëye 
 

ピッパローパスタハ    アーシュリタハ 

pippalopastha äçritaù 
 

アートゥマナートゥマーナンム アートゥマスタハンム 

ätmanätmänam ätmasthaà 
 

ヤタハー・シュルタンム アチンタヤンム 

yathä-çrutam acintayam 
 

tasmin—その中; nirmanuje—人が住んでいない; araëye—森の中で; pippala—菩提樹; 
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upasthe—その下に座って; äçritaù—〜に身を寄せて; ätmanä—知性を使って; ätmänam—

至高の魂; ätma-stham—私の内に位置して; yathä-çrutam—解放した魂達から聞いていたと

おりに; acintayam—熟考した。 
 

そのあと、人里離れた森に立つ菩提樹の木陰に座り、解放された魂たちから学んだように、

知性を使って内なる至高の魂を瞑想しはじめた。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
瞑想は好き勝手な方法でするものではありません。澄みきった媒体者である真正な精神指導

者に従い、正しい情報源である経典を熟知し、訓練された知性を正しく使って全生命体の内に

住む至高の魂を瞑想するのです。そうすれば、クリシュナ意識は、精神指導者の命令に従って

主に愛情奉仕をしている献愛者の内に確実に育まれます。シュリー・ナーラダ・ムニは誠実な

精神指導者とふれあう機会にめぐまれ、かれらに心こめて仕え、正しく啓発されました。こう

してかれは瞑想をはじめたのでした。 

 

第１６節第１６節第１６節第１６節 

 

DYaaYaTaêr<aaM>aaeJa&    >aaviNaiJaRTaceTaSaa  ) 
AaETk-<#yaé[uk-l/a+aSYa ôÛaSaqNMae XaNaEhRir" )) 16 )) 

 
デャーヤタシュ チャラナーンボホージャンム 

dhyäyataç caraëämbhojaà 
 

バハーヴァ・ニルジタ・チェータサー 

bhäva-nirjita-cetasä 
 

アウトゥカンテャーシュル・カラークシャッシャ 

autkaëöhyäçru-kaläkñasya 
 

フリディ アーシーン メー シャナイル ハリヒ 

hådy äsén me çanair hariù 
 

dhyäyataù—そのように瞑想して; caraëa-ambhojam—局所的な人格主神の蓮華の御足; 

bhäva-nirjita—主への崇高な愛情に浸るようになった心; cetasä—心のすべての動き（考え、

感じ、望むこと）; autkaëöhya—熱心さ; açru-kala—涙が流れ落ちて; akñasya—目の; hådi—

心の中に; äsét—現われた; me—私の; çanaiù—遅れることなく; hariù—人格主神。 
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 崇高な愛情に満たされるようになった心で主の蓮華の御足を瞑想しはじめたとき、涙がとめ

どなくあふれ、時を移さず人格主神シュリー・クリシュナが私の心の蓮華の上に現われた。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
この節ではbhäva（バハーヴァ）という言葉に重要な意味があります。バーヴァの境地は、主に

気高い愛情をいだくようになったときに得られます。最初の段階がシュラッダー（çraddhä）

つまり至高主と結ばれる状態で、そのつながりをさらに高めるには主の純粋な献愛者と交流し

なくてはなりません。３番目は、献愛奉仕のために定められた規則や原則を修練する状態です。

この修練によってすべての疑いは消え、献愛奉仕を妨げる個人的な未熟さを取りのぞくことが

できます。 

疑いや未熟さが解決されれば、超越的な物事に対する基本的な信念が築かれ、同時にその味

わいもさらに深くなります。そこからさらなる魅力を感じる境地に高まり、神への無垢な愛情

というバーヴァを感じる直前に辿りつきます。上記のさまざまな境地は、崇高な愛情に高めら

れるまでに起こるさまざまな段階です。崇高な愛情に満たされると、主と離れているという思

いが強くなり、その思いが８種類の法悦境地へと高まっていきます。 

献愛者の目から涙があふれだすのはごく自然な兆候であり、シュリー・ナーラダ・ムニは前

世で家をはなれた直後にその境地に入っていたため、主に出会うのは必然の結果であり、また

それは物質的な気持ちのない高尚な精神的感覚による鮮明な体験でした。 

 

第１７節第１７節第１７節第１７節 

 

   Pa[eMaaiTa>ariNai>aRàPaul/k-a(r)ae_iTaiNav*RTa"   ) 
         AaNaNdSaMâve l/INaae NaaPaXYaMau>aYa& MauNae )) 17 )) 

 
プレマーティバハラ・ニルビヒンナ・ 

premätibhara-nirbhinna- 
 

プラカーンゴー    ティニルヴリタハ 

pulakäìgo 'tinirvåtaù 
 

アーナンダ・サンプラヴェー リーノー 

änanda-samplave léno 
 

ナーパッシャンム ウバハヤンム    ムネー 

näpaçyam ubhayaà mune 
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premä—愛情; atibhara—大きな; nirbhinna—特に優れた; pulaka—幸福の感情; aìgaù—

体の各部分; ati-nirvåtaù—完全に圧倒されて; änanda—法悦; samplave—〜の海で; lénaù—

〜に没頭して; na—ではない; apaçyam—見ることができた; ubhayam—両方; mune—おお、

ヴャーサデーヴァよ。 
 

ヴャーサデーヴァよ。そのとき、えもいわれぬ幸福感に打たれていたために、私の体の各部

はそれぞれ活力に満たされていた。法悦の海に没頭していた私は、自分も主も見ることができ

なくなった。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
精神的な幸福感や深い法悦心は、俗な感情とはまったく比較になりません。そのような神々

しい感情を表現しつくすのはとても難しいことです。私たちは、シュリー・ナーラダ・ムニの

言葉のなかにその法悦境を垣間見ることができます。体の各部分や感覚はそれぞれ特有の機能

をそなえています。主に出会うと、それらすべてが主に仕えられるよう完全に目覚めます。感

覚の機能は、解放の境地で主のために使われてこそ発揮されるからです。ですから、そのよう

な超越的な法悦境では、感覚が主に仕えるために別々に活気にみなぎることがあります。ナー

ラダ・ムニはその状態にあったため、自分自身も主自身も見ることができなかったのです。 

 

第１８節第１８節第１８節第１８節 

 

æPa&  >aGavTaae  YataNMaNa" k-aNTa&  éucaPahMa(  ) 
APaXYaNa( SahSaaetaSQae vE(c)-VYaad(duMaRNaa wv )) 18 )) 

 
ルーパンム バハガヴァトー ヤトゥ タン 

rüpaà bhagavato yat tan 
 

マナハ・カーンタンム    シュチャーパハンム 

manaù-käntaà çucäpaham 
 

アパッシャン サハソーッタステヘー 

apaçyan sahasottasthe 
 

ヴァイクラヴャードゥ ドゥルマナー イヴァ 

vaiklavyäd durmanä iva 
 

rüpam—姿; bhagavataù—人格主神の; yat—ありのままに; tat—その; manaù—心の; 

käntam—それが望むとおりに; çuca-apaham—すべての不均衡を消し去り; apaçyan—見ず
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に; sahasä—突然; uttasthe—立ち上がった; vaiklavyät—混乱して; durmanäù—望ましいも

のを失って; iva—そうだったように。 
 

主の本来のおごそかな姿は、心の願いを満たし、心の乱れをすべてたちどころに消しさって

くれる。その姿を突然見うしなった私は動揺し、立ちあがった。かけがえのないものを見失っ

たときのように。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
「主は姿がない存在ではない」ということをナーラダ・ムニは体験しました。しかし、その

姿は物質的な体験をとおして思い浮かべられる姿とはまったく違います。私たちは、世界にあ

るさまざまな姿や形を目にはしていますが、そのどれ１つとして心をほんとうに満たし、心の

乱れを癒してはくれるものはありません。心を満たし、癒してくれるのは主の崇高な姿の特徴

であり、その姿を一度でも見れば、ほかにどんなものを見ても満足できなくなります。物質界

にある姿はどれも、見る者を満足させてはくれません。「主に姿はない」とか「主は非人格で

ある」という表現は「主に物質的な姿はない、物質的な人物ではない」という意味です。 

私たちは精神的な存在であり、主の崇高な姿と永遠な絆を持っているからこそ幾生涯を経て

主の姿を求めていますが、物質的な楽しみしか与えてくれない別の姿では満足感を得ることは

できません。ナーラダ・ムニはその姿をかいま見ることができたのですが、すぐに見えなくな

ったためにとまどい、またその姿を求めて突然立ちあがりました。私たちが幾生涯もかけて求

めてきたものをナーラダ・ムニは得ました。その主の姿を見失ったのですから、さぞかし大き

な衝撃だったことでしょう。 

 

第１９節第１９節第１９節第１９節 

 

idd*+auSTadh& >aUYa" Pa[i<aDaaYa MaNaae ôid  ) 
vq+aMaa<aae_iPa  NaaPaXYaMaivTa*á wvaTaur" )) 19 )) 

 
ディドゥリクシュス タドゥ アハンム ブフーヤハ 

didåkñus tad ahaà bhüyaù 
 

プラニダハーヤ    マノー    フリディ 

praëidhäya mano hådi 
 

ヴィークシャマーノー ピ ナーパッシャンム 

vékñamäëo 'pi näpaçyam 
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アヴィトゥリプタ イヴァートゥラハ 

avitåpta iväturaù 
 

didåkñuù—見たいと願って; tat—それ; aham—私は; bhüyaù—再び; praëidhäya—集中

させた心で; manaù—心; hådi—心に; vékñamäëaù—見るのを待っている; api—にもかかわ

らず; na—決して〜ない; apaçyam—主を見た; avitåptaù—満たされずに; iva—〜のように; 

äturaù—悲しんだ。 
 

その崇高な姿をもう一度見ようと瞑想を試みたが、どうしても見ることができなかった。私

は深い悲しみに沈んだ。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
主の姿を見るための自分勝手な方法はありません。すべては主のいわれのない慈悲にかかっ

ています。どうか私のまえに現われてください、と主に要求することはできません。こちらの

都合どおりに太陽に昇るよう要求できないのと同じです。太陽が自然の法則どおりに昇るよう

に、主もいわれのない慈悲の心から現われてくださいます。主に仕えながら、その瞬間が訪れ

るのを忍耐強く待ちつづけなくてはなりません。ナーラダ・ムニは、最初は見ることができた

方法をまた機械的に繰りかえそうとしたのですが、いくら努力しても同じ方法は成功しません

でした。主は恩義に縛られる方ではありません。主を縛ることができるのは、純粋無垢な献愛

奉仕だけです。そして物質的な感覚では、見ることも感じることもできません。主の慈悲にす

がっておこなう献愛奉仕に主が喜びを感じたとき、主は自分の判断で姿を見せます。 

 

第２０節第２０節第２０節第２０節 
 

Wv& YaTaNTa& ivJaNae MaaMaahaGaaecrae iGaraMa( ) 
GaM>aqrë+<aYaa  vaca éuc" Pa[XaMaYaiàv  )) 20 )) 

 
エーヴァンム ヤタンタンム ヴィジャネー 

evaà yatantaà vijane 
 

マーンム アーハーゴーチャロー ギラーンム 

mäm ähägocaro giräm 
 

ガンビヒーラ・シュラクシュナヤー ヴァーチャー 

gambhéra-çlakñëayä väcä 
 

シュチャハ プラシャマヤンー    イヴァ 

çucaù praçamayann iva 
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evam—そのように; yatantam—試みている者; vijane—だれもいない場所で; mäm—私に; 

äha—言った; agocaraù—物理的音の範囲を超えた; giräm—発生音; gambhéra—威厳のある; 

çlakñëayä—耳に心地よい; väcä—言葉; çucaù—悲しみ; praçamayan—和らげている; iva—

のような。 
 

だれもいないその場所で何度も繰りかえしている私を見て、俗な説明では語りつくせない人

格主神は、私の悲しみをやわらげようと、荘厳で心地よい言葉で私に語りかけた。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
ヴェーダでは、神は「俗な言葉や知性では辿りつけない方」と描写されています。それでも、

いわれなき慈悲が授かれば、主の言葉を聞いたり主に語りかけたりできる感覚を授かることが

できます。これが主の人智のおよばない力です。主の慈悲が注がれる人物だけが、主の言葉を

聞くことができます。主はナーラダ・ムニにとても満足し、主の言葉を聞くことができる力を

授けました。しかし、献愛奉仕をはじめたばかりの人が主と直接ふれあうことはできません。

ナーラダへは特別の贈り物として授けられました。主の妙なる言葉を聞き、主と離れている悲

しみは幾分やわげられました。神に親愛の情をいだいている献愛者は別れの気持ちで悲しんで

いるのですが、その思いゆえに、いつも超越的な法悦感に包まれています。 

 

第２１節第２１節第２１節第２１節 

 

hNTaaiSMaÅNMaiNa  >avaNMaa  Maa& d]íuiMahahRiTa  ) 
AivPaKvk-zaYaa<aa& dudRXaaeR_h& ku-YaaeiGaNaaMa(  )) 21 )) 

 
ハンタースミン ジャンマニ バハヴァーン 

hantäsmiï janmani bhavän 
 

マー マーンム ドゥラシュトゥンム イハールハティ 

mä mäà drañöum ihärhati 
 

アヴィパクヴァ・カシャーヤーナーンム 

avipakva-kañäyäëäà 
 

ドゥルダルショー ハンム クヨーギナーンム 

durdarço 'haà kuyoginäm 
 

hanta—おお、ナーラダよ; asmin—この; janmani—生涯; bhavän—お前は; mä—ではな

い; mäm—私を; drañöum—見ること; iha—ここで; arhati—にふさわしい; avipakva—未熟
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な; kañäyäëäm—物質的な汚れ; durdarçaù—見ることが難しい; aham—私; kuyoginäm—不

完全な奉仕。 
 

主はこう語られた。「おお、ナーラダ。おまえがこの生涯でわたしを見ることができないこ

とを残念に思う。奉仕が不完全な者、物質的な穢れを洗い流していない者は、わたしを見るこ

とはほとんどできない。」 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
『バガヴァッド・ギーター』は、人格主神を「もっとも純粋な方・至高の絶対真理者」と表

現しています。主の内に物質的な様相はありませんから、ほんの少しでも物質的な望みを持つ

人は主に近づくことはできません。献愛奉仕は、少なくとも２種類の物質の様式、すなわち激

性と無知のない状態からはじまります。その結果として、カーマ（käma・欲情）とローバ

（lobha・強欲）から解放された兆候が表われます。これは、感覚満足への望みと貪欲さから自

由でなければならない、ということです。徳性は自然の様式のなかでも安定しているのですが、

物質的状態から完全に自由になるためには、徳性さえも超えなくてはなりません。人里離れた

場所で神との出会いを求めるのは徳性です。精神的完成を求めて森に入っても、それで主に会

えるとはかぎりません。物質的な執着心をすべて捨てて超越的境地にいることだけが、献愛者

にとって人格主神とじかに出会える助けになります。もっとも素晴らしい方法は、主の崇高な

姿が礼拝されている場所に住むことです。主の寺院は神聖な場所、そして森は住むのに適した

場所です。初心の献愛者には、主を探しに森に入るよりも、主の神像（arcanä・アルチャナー）

を崇拝することが勧められています。献愛奉仕はアルチャナーから始まるものであり、それは

森に行くよりも優れた方法です。シュリー・ナーラダ・ムニは現世で物欲をすべて捨てさった

境地にあり、自らの存在をとおしてどこでもヴァイクンタに変えられるのですが、森に入るこ

とはしません。人類、神々、キンナラ、ガンダルヴァ、リシ、ムニ、その他すべての人々を主

の献愛者に変貌させるために、星から星へと旅をつづけています。かれの言動をとおして、プ

ラフラーダ・マハーラージャ、ドゥルヴァ・マハーラージャなど、多くの献愛者が主の崇高な

奉仕を始めました。ですから、主の純粋な献愛者は、ナーラダやプラフラーダのような偉大な

献愛者の足跡に従い、自分の時間をすべてキールタンという主を讃える方法に使っています。

そのような布教方法はすべての俗な質を超越しています。 
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第２２節第２２節第２２節第２２節 

 

Sak*-Ûd(   diXaRTa&  æPaMaeTaTk-aMaaYa Tae_Naga  ) 
MaTk-aMa" XaNakE-" SaaDau SavaRNMauÄiTa ôC^YaaNa( )) 22 )) 

 
サクリドゥ ヤドゥ ダルシタンム ルーパンム 

sakåd yad darçitaà rüpam 
 

エータトゥ カーマーヤ テー ナガハ 

etat kämäya te 'nagha 
 

マトゥ・カーマハ    シャナカイヒ    サードフゥ 

mat-kämaù çanakaiù sädhu 
 

サルヴァーン ムンチャティ フリッチャヤーン 

sarvän muïcati håc-chayän 
 

sakåt—１度だけ; yat—それ; darçitam—示された; rüpam—姿; etat—これがそうである; 

kämäya—求めている; te—お前の; anagha—おお、徳高き者よ; mat—私のもの; kämaù—望

み ; çanakaiù— 高 め る こ と で ; sädhuù— 献 愛 者 ; sarvän— す べ て ; muïcati— 失 う ; 

håt-çayän—物質的な望み。 
 

おお、徳高き者よ。おまえはわたしを１度だけ見ることができた。わたしを求める望みを強

くさせるためだった。わたしを求めるほどに、物質的望みをすべて捨てるようになるからであ

る。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
生命体の心から望みがなくなることはありません。命のないただの石ころではないからです。

必ず動き、考え、感じ、そして望んでいます。しかしその考え・感情・希望が物質的であれば

束縛されますし、逆に主への奉仕のために考え、感じ、望むのであればあらゆる束縛から徐々

に自由になっていきます。主に崇高な奉仕をすればするほど、さらに奉仕をする気持ちが強く

なっていきます。それが神聖な奉仕の特質です。物質的奉仕はいつか飽きるものですが、精神

的奉仕は飽きることも終わることもありません。主への崇高な愛情奉仕を高めようと望みつづ

けることができますし、なおかつ飽きも終わりもありません。情熱をこめて主に仕えることで、

主の存在を超越的に感じることができます。つまり主に会うということは（主への奉仕と主自

身は同じですから）主に仕えることとも言えます。真剣な献愛者は主に真剣に仕えながら前進

しなくてはなりません。主はそういう献愛者を正しく導き、どうやって、どこでおこなうべき
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かを教えてくれます。ナーラダは物質的な望みを持っていたわけではありませんでしたが、そ

れでも主は、かれが自分をより強く求めるよう助言したのでした。 

 

第２３節第２３節第２３節第２３節 

 

SaTSaevYaadqgaRYaaiPa JaaTaa MaiYa d*!a MaiTa" ) 
ihTvavÛiMaMa& l/aek&- GaNTaa   MaÂNaTaaMaiSa  )) 23 )) 

 
サトゥ・セーヴァヤーディールガハヤーピ 

sat-sevayädérghayäpi 
 

ジャーター マイ ドゥリダハー マティヒ 

jätä mayi dåòhä matiù 
 

ヒトゥヴァーヴァデャンム イマンム ローカンム 

hitvävadyam imaà lokaà 
 

ガンター マジ・ジャナターンム アシ 

gantä maj-janatäm asi 
 

sat-sevayä—絶対真理者への奉仕によって; adérghayä—数日間; api—でさえ; jätä—到達

して; mayi—私に; dåòhä—堅い; matiù—知性; hitvä—捨て去って; avadyam—みじめな; 

imam—この; lokam—物質界; gantä—〜に行くこと; mat-janatäm—私の仲間（家族の一

員）; asi—〜になる。 
 

絶対真理者に仕えれば、それがたとえ数日間であっても、献愛者はわたしに対する堅固で不

動の知性を築きあげる。その結果、この無常な物質界を捨て、超越的世界でわたしの家族の一

員になるために生きつづけるようになる。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
絶対真理者に仕える、とは、主と初心の献愛者の間にいる透明な媒体である正しい精神指導

者に導かれて絶対人格主神に仕える、ということです。初心の献愛者は、感覚の力が不完全で

主に近づくことができないため、精神指導者に導かれて主に仕える訓練を受けなくてはなりま

せん。その訓練がたとえ数日間だとしても、初心の献愛者はその奉仕をとおして知性を授かり、

その知性によって、物質界に住みつづけるという束縛から抜けだし、精神界に高められて主の

解放された仲間の一人になることができます。 
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第２４節第２４節第２４節第２４節 

 

MaiTaMaRiYa iNabÖeYa& Na ivPaÛeTa k-ihRicTa( ) 
Pa[JaaSaGaRiNaraeDae_iPa  SMa*iTaê MadNauGa]haTa( )) 24 )) 

 
マティル マイ ニバッデヘーヤンム 

matir mayi nibaddheyaà 
 

ナ    ヴィパデェータ    カルヒチトゥ 

na vipadyeta karhicit 
 

プラジャー・サルガ・ニローデヘー ピ 

prajä-sarga-nirodhe 'pi 
 

スムリティシュ チャ マドゥ・アヌグラハートゥ 

småtiç ca mad-anugrahät 
 

matiù—知性; mayi—私に身を委ねた; nibaddhä—従事して; iyam—この; na—決して〜

ない; vipadyeta—離れて; karhicit—どのような時でも; prajä—生命体; sarga—創造の時; 

nirodhe—また破壊の時 ; api—〜でさえ ; småtiù—記憶 ; ca—そして ; mat—私のもの ; 

anugrahät—〜の慈悲で。 
 

わたしへの奉仕に使われている知性は、どのようなときでも妨げられない。世界が創造され

るときでさえも、あるいは破壊されるときでも、おまえの記憶はわたしの慈悲によって永続す

る。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
人格主神に捧げる奉仕は、決して徒労に終わることはありません。主は永遠ですから、主の

ために使う知性や主のためにする活動も永遠です。『バガヴァッド・ギーター』では、主のた

めにする超越的な奉仕は幾生涯ものあいだたくわえられ、奉仕をした献愛者が充分に円熟した

ときには、積み重ねられた奉仕のおかげで、主との交流の仲間入りを許される、と言われてい

ます。神への奉仕の蓄積は決してなくならず、完全に円熟するまで高まりつづけるのです。 

 

第２５節第２５節第２５節第２５節 

 

WTaavdu¤-aeParraMa TaNMahd( 
>aUTa&  Na>aaeil/(r)Mail/(r)MaqìrMa(  ) 
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Ah& c TaSMaE MahTaa& MahqYaSae 
  XaqZ<aaRvNaaMa& ivdDae_Nauk-iMPaTa" )) 25 )) 

 
エーターヴァドゥ ウクトゥヴォーパララーマ タン マハドゥ 

etävad uktvopararäma tan mahad 
 

ブフータンム    ナボホー・リンガンム アリンガンム    イーシュヴァランム 

bhütaà nabho-liìgam aliìgam éçvaram 
 

アハンム    チャ タスマイ    マハターンム    マヒーヤセー 

ahaà ca tasmai mahatäà mahéyase 
 

シールシュナーヴァナーマンム ヴィダデヘー ヌカンピタハ 

çérñëävanämaà vidadhe 'nukampitaù 
 

etävat—そのように; uktvä—語って; upararäma—やめた; tat—その; mahat—偉大な; 

bhütam—素晴らしい; nabhaù-liìgam—音の権化; aliìgam—目では見られない; éçvaram—

至高の権威者; aham—私; ca—もまた; tasmai—主に; mahatäm—偉大な方; mahéyase—讃

えられた人物に; çérñëä—頭で; avanämam—お辞儀; vidadhe—実行されて; anukampitaù—

主に恩寵を授かって。 
 

やがて、耳には聞こえても目には見えない存在として、なおかつもっとも素晴らしい人物と

して私に語りかけた至高の権威者は、そこで話しをやめた。私は感謝の念に打たれ、頭をさげ

て主にお辞儀をした。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

人格主神は目に見えず、しかし聞くことができる――この表現に矛盾はありません。主は４

つのヴェーダを呼吸で創造し、そして私たちはその主をヴェーダという超越的な音をとおして

見、そして悟ることができます。同じように、『バガヴァッド・ギーター』は主の音の権化で

あり、その両方に違いはありません。結論として、超越的な音を忍耐強く唱えることで主を見

ることも聞くこともできる、ということが言えます。 

 

第２６節第２６節第２６節第２６節 
 

NaaMaaNYaNaNTaSYa hTa}aPa" Pa#=Na( 
  GauùaiNa >ad]ai<a k*-TaaiNa c SMarNa( ) 
Gaa& PaYaR$&=STauíMaNaa GaTaSPa*h" 
  k-al&/  Pa[Taq+aNa( ivMadae  ivMaTSar" )) 26 ))x 



 24 

ナーマーニ アナンタッシャ ハタ・トゥラパハ パタハン 

nämäny anantasya hata-trapaù paöhan 
 

グヒャーニ    バハドゥラーニ クリターニ チャ スマラン 

guhyäni bhadräëi kåtäni ca smaran 
 

ガーンム パリャタンムス    トゥシュタ・マナー ガタ・スプリハハ 

gäà paryaöaàs tuñöa-manä gata-spåhaù 
 

カーランム プラティークシャン ヴィマドー ヴィマトゥサラハ 

kälaà pratékñan vimado vimatsaraù 
 

nämäni—聖なる名前、名声など; anantasya—無限なる者の; hata-trapaù—物質界のすべ

ての形式と無縁で; paöhan—繰り返し読むことなどで; guhyäni—不可思議な; bhadräëi—あ

らゆる祝福; kåtäni—活動; ca—そして; smaran—つねに思い出している; gäm—地上で; 

paryaöan—あらゆる場所を旅している; tuñöa-manäù—完全に満足して; gata-spåhaù—すべ

ての物質的望みから離れて; kälam—時; pratékñan—待っている; vimadaù—自慢することな

く; vimatsaraù—妬むことなく。 
 

こうして私は、物質界の形式にいっさい囚われることなく主の神聖な名前と名声を繰りかえ

し唱えはじめた。主の崇高な娯楽について唱えたり思いつづけたりする行為は、祝福に満ちて

いる。完全に満たされ心で、謙虚で、だれをも妬むことなく、私は主を思い、主の名を唱えな

がら地上をくまなく旅した。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
この章では、主の誠実な献愛者の生涯について、ナーラダ・ムニの実例をとおして概説され

ています。そのような献愛者は、主または主の真実の代表者から入門を受けたあと、主の栄光

の唱名を厳粛に受けとめ、ほかの人たちも主の栄光について聞けるように世界中を旅します。

欲得ずくではありません。たった一つの望み――神の元に帰る――という目標を目指している

のです。この結果は、肉体を捨てるという終着点で満たされます。神の元に帰るという気高い

目標がありますから、だれも妬むことはないし、自分が神の元に帰っていけることを自慢もし

ません。唯一の仕事は、主の聖なる名前、名声、娯楽を唱えて思いだすことだけ。そして、持

てる能力のかぎりをつくし、損得を考えることなくこの教えを人々の幸せのために分け与えて

います。 
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第２７節第２７節第２７節第２７節 

 

Wv&    k*-Z<aMaTaeb]RøàaSa¢-SYaaMal/aTMaNa" ) 
k-al/" Pa[adur>aUTk-ale/ Tai@TSaaEdaMaNaq YaQaa )) 27 )) 

 
エーヴァンム クリシュナ・マテール ブラフマン 

evaà kåñëa-mater brahman 
 

ナーサクタッシャーマラートゥマナハ 

näsaktasyämalätmanaù 
 

カーラハ プラードゥラブフートゥ カレー 

kälaù prädurabhüt kale 
 

タディトゥ サウダーマニー ヤタハー 

taòit saudämané yathä 
 

evam—このように; kåñëa-mateù—クリシュナの思いに没頭している人物; brahman—お

お、ヴャーサデーヴァよ; na—ではない; äsaktasya—執着している者の; amala-ätmanaù—

あらゆる物質的汚れのない者の; kälaù—死; prädurabhüt—見えるようになる; käle—時の流

れとともに; taòit—稲妻; saudämané—光っている; yathä—〜のように。 
 

ブラーフマナ・ヴャーサデーヴァよ。主クリシュナへの思いに没頭し、物質に穢されていな

いために執着心のなかった私は、やがて死と向かいあった。稲妻と稲光が同時に起こるように。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
心をクリシュナのことに没頭させる、とは、物質のよごれや物欲を心から洗い流す、という

意味です。裕福な人が安っぽいものに関心をしめさないように、永遠な暮らし・完全な認識・

至福がある神の国にまちがいなく帰っていける主クリシュナの献愛者も、永遠の価値のない人

形や真実の影にすぎない俗事には関心がありません。それが精神的に豊かな人物の証しです。

そしてやがて、純粋な献愛者の準備がすっかり整ったとき、通常「死」と呼ばれている肉体の

変化が突然起こります。純粋な献愛者にとって、そのような変化はまさに稲妻のように起こり、

そして同時に稲光も発生します。それが、至高者の意志によって起こる献愛者の肉体と精神的

な体を瞬時に入れかえる説明です。純粋な献愛者は、死ぬまえにすでに物質的な想念を捨てて

います。火と接触した鉄が赤熱状態に変化するように、体が精神的になっているからです。 
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第２８節第２８節第２８節第２８節 

 

Pa[YauJYaMaaNae MaiYa Taa& éuÖa& >aaGavTaq& TaNauMa(  ) 
AarBDak-MaRiNavaR<aae  NYaPaTaTa( PaaÄ>aaEiTak-"  )) 28 )) 

 
プラユッジャマーネー マイ ターンム 

prayujyamäne mayi täà 
 

シュッダハーンム バハーガヴァティーンム タヌンム 

çuddhäà bhägavatéà tanum 
 

アーラブダハ・カルマ・ニルヴァーノー 

ärabdha-karma-nirväëo 
 

ニャパタトゥ    パーンチャ・バハウティカハ 

nyapatat päïca-bhautikaù 
 

prayujyamäne— 授 け ら れ て ; mayi— 私 に ; täm— そ の ; çuddhäm— 超 越 的 な ; 

bhägavatém—人格主神との交流にふさわしい; tanum—体; ärabdha—得て; karma—果報的

活動; nirväëaù—禁止された; nyapatat—放棄する; päïca-bhautikaù—５つの物質要素で構

成された体。 
 

人格主神との交流にふさわしい神聖な体を授かった私は、５種類の物質要素でできた肉体を

捨て、こうして過去の活動（カルマ）によって生じた物質的な反動はすべて停止した。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
主との交流にふさわしい神聖な体を与えられると主に告げられたとおり、ナーラダは肉体を

捨てたあとに精神的な体を授かりました。この体には物質的な要素はなく、永遠で、物質の様

式とは無縁で、果報的活動の反動がない、という３種類の超越的質がそなわっています。物質

の肉体はこの３つの質がないために苦しみしかありません。献愛者の体は、主に献愛奉仕をす

ることですぐに崇高な質に包まれます。崇高な献愛奉仕の影響は、試金石が鉄に対して起こす

磁石の力のような機能に似ています。ですから、肉体を変えることは、純粋な献愛者に及ぼす

物質自然の３つの性質が停止する、ということを指しています。経典にはこの実例をしめす出

来事がたくさんあります。ドゥルヴァ・マハーラージャやプラフラーダ・マハーラージャ、そ

の他多くの献愛者が、見た目には以前の体と変わらない体で人格主神と出会っています。これ

は、献愛者の体が物質的体から超越的体に変化することを表わしています。それが、権威ある

経典にもとづいたゴースヴァーミーたちの見解です。『ブラフマ・サムヒター』は、インドラ・
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ゴーパ（indra-gopa）という細菌から天上の王である偉大なインドラまで、すべての生命体は

カルマの法則に拘束され、自らの活動で生じる苦楽に縛られている、と述べています。献愛者

だけがその反動に縛られていません。それは至高の権威者である人格主神のいわれなき慈悲に

よるものです。 

 

第２９節第２９節第２９節第２９節 

 

k-LPaaNTa wdMaadaYa XaYaaNae_M>aSYaudNvTa" ) 
iXaXaiYazaerNauPa[a<a&  ivivXae_NTarh&  iv>aae" )) 29 )) 

 
カルパーンタ イダンム アーダーヤ 

kalpänta idam ädäya 
 

シャヤーネー ンバハッシ ウダンヴァタハ 

çayäne 'mbhasy udanvataù 
 

シシャイショール アヌプラーナンム 

çiçayiñor anupräëaà 
 

ヴィヴィシェー ンタル アハンム ヴィボホーホ 

viviçe 'ntar ahaà vibhoù 
 

kalpa-ante—ブラフマーの１日の終わりに; idam—この; ädäya—〜を伴って; çayäne—横

たわるために入る; ambhasi—原因の海で; udanvataù—荒廃; çiçayiñoù—人格主神（ナーラー

ヤナ）が横たわっている; anupräëam—呼吸; viviçe—〜に入った; antaù—〜の中; aham—

私; vibhoù—主ブラフマーの。 
 

宇宙の創造期の終わりに、人格主神・主ナーラーヤナが破壊の海に横たわるとき、ブラフマ

ーは、創造に必要な要素をすべて伴って主のなかに入りはじめ、私も主の呼吸をとおって入っ

ていった。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
ナーラダはブラフマーの子として知られていますが、それは主クリシュナがヴァスデーヴァ

の子として知られているのと同じです。人格主神、そしてナーラダのような解放した献愛者は、

同じ過程をとおして物質界に現われます。『バガヴァッド・ギーター』で述べられているよう

に、主の誕生と活動はすべて超越的です。ですから、権威ある意見に照らして見ると、ナーラ

ダがブラフマーの子として誕生することも聖なる娯楽です。その降誕と消滅は、主とほぼ同じ
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境地でおこなわれます。つまり、主と献愛者は、精神的生命体として「同時に同じで違う」と

言えます。両者とも同じ崇高な境地にいるのです。 

 

第３０節第３０節第３０節第３０節 

 

SahóYauGaPaYaRNTae     oTQaaYaed&   iSaSa*+aTa" ) 
MarqiciMaé[a ‰zYa" Pa[a<ae>Yaae_h& c Jaijre )) 30 )) 

 
サハスラ・ユガ・パリャンテー 

sahasra-yuga-paryante 
 

ウッタハーイェーダンム シスリクシャタハ 

utthäyedaà sisåkñataù 
 

マリーチ・ミシュラー リシャヤハ 

maréci-miçrä åñayaù 
 

プラーネービョー    ハンム  チャ ジャギレー 

präëebhyo 'haà ca jajïire 
 

sahasra—1,000; yuga—430万年; paryante—その期間の終わりに; utthäya—満了して; 

idam—この; sisåkñataù—再び創造することを願った; maréci-miçräù—マリーチのようなリ

シ達; åñayaù—すべてのリシ; präëebhyaù—主の諸感覚から ; aham—私 ; ca—もまた ; 

jajïire—現われた。 
 

43億年（太陽年）が終わり、ブラフマーが主の意志に従ってふたたび創造するために目覚め

るとき、主の超越的体からマリーチ、アンギラー、アトゥリを筆頭とするリシたちがすべて創

造され、私もかれらとともに現われた。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
ブラフマーの１日は43億（太陽）年です。これは『バガヴァッド・ギーター』でも記述され

ています。つまり、この期間にブラフマジーは、ガルボーダカシャーイー・ヴィシュヌ（ブラ

フマーの創造者）の体内でヨーガ・ニドラー（yoga-nidrä）の状態で休んでいます。主の意志

によってブラフマーという媒体者をとおしてふたたび世界が創造されるとき、ブラフマーが休

眠期間から覚め、主の崇高な体の各部分から偉大なリシたちが全員現われ、そのなかにナーラ

ダも含まれています。これは、ナーラダが同じ崇高な体として現われるということを指してい

ます。シュリー・ナーラダは、全能の主が作りだした超越・物質の世界をどこでも、いつまで
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も自由に移動できます。条件づけられた魂が持つ肉体とは違い、肉体と魂という区別のない精

神的体で出現し、そして消えることができるのです。 

 

第３１節第３１節第３１節第３１節 

 

ANTabRihê l/aek-a&ñqNa( PaYaeRMYaSk-iNdTav]Ta" ) 
ANauGa]haNMahaivZ<aaerivgaaTaGaiTa"  KvicTa( )) 31 )) 

 
アンタル バヒシュ チャ ローカーンムス トゥリーン 

antar bahiç ca lokäàs trén 
 

パリェーミ    アスカンディタ・ヴラタハ 

paryemy askandita-vrataù 
 

アヌグラハーン    マハー・ヴィシュノール 

anugrahän mahä-viñëor 
 

アヴィガハータ・ガティヒ クヴァチトゥ 

avighäta-gatiù kvacit 
 

antaù—超越界で ; bahiù—物質界で ; ca—そして ; lokän—惑星 ; trén—３（区分） ; 

paryemi—旅する; askandita—途切れない; vrataù—誓い; anugrahät—いわれのない慈悲に

よって; mahä-viñëoù—マハー・ヴィシュヌ（カーラノーダカシャーイー・ヴィシュヌ）の; 

avighäta—制限されることなく; gatiù—入ること; kvacit—どのようなときでも。 
 

それ以来、全能のヴィシュヌの恩寵によって、私は精神界であろうと、物質の三界であろう

と、制約をいっさい受けずに旅している。これは、私が主に絶え間ない献愛奉仕をしているか

らである。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
『バガヴァッド・ギーター』で言われているように、物質界には３つの領域があり、それぞ

れウールドゥヴァ・ローカ（ürdhva-loka・頂点の惑星）、マデャ・ローカ（madhya-loka・

中位の惑星）、アドー・ローカ（adho-loka・下位の惑星）と呼ばれています。ウールドゥヴ

ァ・ローカ、つまりブラフマローカの上には、宇宙の物質要素の覆いがあり、その領域を超え

たところに果てしなく広がる精神界があります。精神界には自ら光り輝く無限のヴァイクンタ

惑星が広がり、そこには神自らが、永遠に解放されている生命体たちと住んでいます。シュリ

ー・ナーラダ・ムニは、このような精神界・物質界どちらの世界にも自由に行き来でき、主が
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自らの創造界を自由に移動する様に似ています。物質界にいる生命体は、徳性・激性・無知と

いう自然の三様式の影響を受けています。しかしシュリー・ナーラダ・ムニは物質界の三様式

を超えているため、どこにでも自由に行くことができます。解放された宇宙飛行士とも言うべ

き人物なのです。主ヴィシュヌのいわれなき慈悲はすばらしく、その慈悲は主の恩寵によって

献愛者だけが感じることができます。ですから、献愛者はぜったいに道から逸れませんが、結

果だけに囚われる物質主義者や推論に頼る哲学者は、自然の様式に操られているために道を踏

みはずします。先に述べたリシたちは、ナーラダのように崇高な世界に入ることはできません。

この事実については『ナラシンハ・プラーナ』で言及されています。マリーチを筆頭とするリ

シたちは果報的活動の権威者ですが、サナカ、サナータナを代表するリシたちは推論哲学の権

威者です。しかし、シュリー・ナーラダ・ムニは主への超越的な献愛奉仕の筆頭の権威者です。

主の献愛奉仕にかかわるすべての偉大な権威者は、『ナーラダ・バクティ・スートラ』で述べ

られているナーラダ・ムニの足跡に従っていますから、主の献愛者はだれでも、神の国・ヴァ

イクンタに入る資格をそなえています。 

 

第３２節第３２節第３２節第３２節 

 

devdtaaiMaMaa&  vq<aa&  Svrb]øiv>aUizTaaMa( ) 
MaUC^RiYaTva hirk-Qaa& GaaYaMaaNaêraMYahMa( )) 32 )) 

 
デーヴァ・ダッターンム イマーンム ヴィーナーンム 

deva-dattäm imäà véëäà 
 

スヴァラ・ブラフマ・ヴィブフーシターンム 

svara-brahma-vibhüñitäm 
 

ムールッチャイトゥヴァー ハリ・カタハーンム 

mürcchayitvä hari-kathäà 
 

ガーヤマーナシュ    チャラーミ    アハンム 

gäyamänaç carämy aham 
 

deva—至高人格主神（シュリー・クリシュナ）; dattäm—に恵まれて; imäm—この; véëäm—

弦楽器; svara—歌っている; brahma—崇高な; vibhüñitäm—〜で飾られて; mürcchayitvä—

奏でている; hari-kathäm—崇高な言葉; gäyamänaù—いつも歌っている; carämi—動く; 

aham—私。 
 

こうして私は、主クリシュナから授かったこのヴィーナーという荘厳な音を奏でる楽器を手

に、主の崇高な栄光を歌って旅しつづけている。 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
主シュリー・クリシュナからナーラダに渡されたこのヴィーナーという楽器については、『リ

ンガ・プラーナ』に記述があり、シュリーラ・ジーヴァ・ゴースヴァーミーも確証しています。

この神々しい楽器は超越的質をそなえており、主シュリー・クリシュナとナーラダと同じ存在

です。この楽器から奏でられる音が物質的であるはずがありません。ですから、ナーラダの楽

器をとおして広められた主の栄光と娯楽も超越的であり、俗な質はいっさいありません。七音

階、すなわちシャ・ña（ñaòja・シャドゥジャ）、リ・å（åñabha・リシャバ）、ガー・gä（gändhära・

ガーンダーラ）、マー・ma（madhyama・マデャマ）、パ・pa（païcama・パンチャマ）、ダハ・

dha（dhaivata・ダイヴァタ）、ニ・ni（niñäda・ニシャーダ）も神聖な音であり、特に神聖な歌

のために使われています。シュリー・ナーラダデーヴァは主の純粋な献愛者であり、この楽器

を授けた主への返礼として、いつも仕えながら主の崇高な栄光を歌っていますから、その気高

い地位にふさわしい確固たる人物でありつづけます。物質界にいながらにして自己を悟った魂

は、『バガヴァッド・ギーター』が確証しているように、シュリーラ・ナーラダ・ムニの足跡

に従いながら、シャ・リ・ガー・マーなどの七音階を使って、主の栄光をいつも歌いながら主

に仕えなくてはなりません。 

 

第３３節第３３節第３３節第３３節 
 

Pa[GaaYaTa" SvvqYaaRi<a TaqQaRPaad" iPa[Yaé[va" ) 
AahUTa  wv Mae Xaqga]& dXaRNa& YaaiTa ceTaiSa  )) 33 )) 

 
プラガーヤタハ スヴァ・ヴィーリャーニ 

pragäyataù sva-véryäëi 
 

ティールタハ・パーダハ プリヤ・シュラヴァーハ 

tértha-pädaù priya-çraväù 
 

アーフータ イヴァ メー シーグフランム 

ähüta iva me çéghraà 
 

ダルシャナンム    ヤーティ チェータシ 

darçanaà yäti cetasi 
 

pragäyataù—そのように歌いながら; sva-véryäëi—自分の活動; tértha-pädaù—すべての

美徳と神聖さの源である蓮華の御足を持つ主; priya-çraväù—耳に快い; ähütaù—呼び求めて; 

iva—〜のように; me—私に; çéghram—まもなく; darçanam—見ること; yäti—現われる; 

cetasi—心の座に。 
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至高主・主シュリー・クリシュナの栄光と活動は、聞く者の耳に快くひびく。その至高主は、

私が至高主の神聖な活動について唱えた瞬間、あたかも私の呼び声に応えられたかのように、

私の心の座にたちまち出現された。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
絶対的な人格主神は、その崇高な名前・姿・娯楽、これらにまつわる音や言葉となんら変わ

りません。心の清い献愛者は、主の名前・名声・活動について聞き、唱える純粋な奉仕によっ

てすぐに主を見ることができます。精神的な受信機をとおして心の鏡に主の姿が映しだされる

のです。ですから、愛情をこめた奉仕で主と結ばれている純粋な献愛者は、毎瞬間主の存在を

実感しています。だれかが自分を讃えているのを聞いて楽しむという気持ちは、だれにでも共

通しています。それは自然な本能であり、主も、ふつうの生命体と同じ個性を持っていますか

ら、この心理も持ちあわせています。なぜなら、個々の魂に見られる心理的特徴は、絶対的な

主が持つ同じ心理の表われだからです。唯一異なるのは、主はすべての魂の頂点にあり、為す

ことすべてが絶対的だという点です。ですから、純粋な献愛者が主を称讃し、主がその言葉に

魅了されても、それは特に驚くことではありません。主は絶対的な方ですから、主を讃える絵

に現われることもでき、その絵も主も同じ存在です。シュリーラ・ナーラダは主の栄光を自分

のために唱えているわけではなく、その称讃が主と同じものだからこそ讃えています。ナーラ

ダ・ムニは、超越的な唱名をとおして主と直接かかわることのできる人物なのです。 

 

第３４節第３４節第３４節第３４節 

 

WTaÖyaTaurictaaNaa&  Maa}aaSPaXaeRC^Yaa Mauhu" ) 
>aviSaNDauâvae   d*íae   hircYaaRNauv<aRNaMa( )) 34 )) 

 
エータドゥ デヒィ アートゥラ・チッターナーンム 

etad dhy ätura-cittänäà 
 

マートゥラー・スパルシェッチャヤー ムフフ 

mäträ-sparçecchayä muhuù 
 

バハヴァ・シンドフゥ・プラヴォー ドゥリシュトー 

bhava-sindhu-plavo dåñöo 
 

ハリ・チャリャーヌヴァルナナンム 

hari-caryänuvarëanam 
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etat—この; hi—確かに; ätura-cittänäm—心が心配や悩みでつねに満ちている人々の; 

mäträ—感覚の楽しみの対象物; sparça—諸感覚; icchayä—望みによって; muhuù—いつも; 

bhava-sindhu—無知の海; plavaù—船; dåñöaù—経験した; hari-carya—ハリ、人格主神の活

動; anuvarëanam—絶えまない吟唱。 
 

快楽を求めているために不安や悩みにいつも苦しめられている人々は、無知の海を渡るにも

っともふさわしい船、すなわち人格主神の超越的な活動の唱名という船に乗らなくてはならな

い――私はこのことを自ら体験した。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
生命体はほんの一瞬でもじっとしてはいられません。なにかをし、なにかを考え、なにかに

ついて話しているはずです。ふつう、物質中心の人は、自分の感覚を満たしてくれることにつ

いて考えたり話しあったりします。しかし、感覚の衝動から生じる行動は外的な幻想の力に操

られているため、心から満たされることはありません。逆に、心配と不安にさいなまれるばか

りです。これがマーヤー、すなわち「そうではないもの」の正体です。ほんとうに満足させて

はくれないものが、満足の対象として受けいれられているのです。ですからナーラダ・ムニは

自分の体験に照らして、「感覚満足を求めているのに満足できない人は、主がしたことをいつ

も語っていれば満足できる」と言っています。話し合う内容を変えさえすればいいのです。何

も考えない、あるいは感じたり、望んだり、働いたりもしなくなる、ということはだれにもで

きません。しかしほんとうの幸せをつかむには、話す対象を変えなくてはなりません。やがて

は死にゆく政治家の政策を論じるよりも、主自身が見せた政治的手腕について話してください。

映画スターについて駄弁を弄するよりも、主の永遠の親交者であるゴーピーやラクシュミーと

主が楽しんだことについて話しあってください。全能の人格主神は、いわれなき慈悲の心から

地上に降誕し、見た目はふつうの人間とほとんど変わらない、それでいて並外れた行動を見せ

ましたが、それは主が全能だからこそできたことです。条件づけられた魂が超越的な世界に目

を向けるように、またかれらを幸せにするためにしたことです。その結果、やがて崇高な境地

に高められ、すべての苦しみの源である無知の海をたやすく渡りきることができます。これは、

シュリー・ナーラダ・ムニのような権威者が自分の経験をもとにして語っている教えです。そ

して、私たちも同じ体験をすることができます、主のもっとも親しい偉大な聖者の足跡に従い

さえすれば。 
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第３５節第３５節第３５節第３５節 

 

YaMaaidi>aYaaeRGaPaQaE"   k-aMal/ae>ahTaae Mauhu"  ) 
Mauku-NdSaevYaa YaÜtaQaaTMaaÖa Na XaaMYaiTa )) 35 )) 

 
ヤマーディビヒル ヨーガ ・パタハイヒ 

yamädibhir yoga-pathaiù 
 

カーマ・ローバハ・ハトー ムフフ 

käma-lobha-hato muhuù 
 

ムクンダ・セーヴァヤー ヤドゥヴァトゥ 

mukunda-sevayä yadvat 
 

タタハートゥマーッダハー ナ シャーミャティ 

tathätmäddhä na çämyati 
 

yama-ädibhiù—自己抑制を修練する方法によって; yoga-pathaiù—ヨーガのシステム（神

聖な境地に到達するための神秘的な肉体の力）によって; käma—感覚満足への望み; lobha—

感覚の満足に対する欲望; hataù—抑制された ; muhuù—いつも; mukunda—人格主神; 

sevayä—〜への奉仕によって; yadvat—ありのままに; tathä—そのように ; ätmä—魂 ; 

addhä—すべての実践的目的のために; na—〜しない; çämyati—満足して。 
 

ヨーガで感覚を抑制して願望や欲情から逃れられることはまちがいないが、魂を満足させる

に充分ではない。その満足は、人格主神への献愛奉仕によって得られるものだからである。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
ヨーガは感覚を抑制するためにあります。座法・思考・感情・意志・集中・瞑想などの身体

にかかわる神秘的手段を経て、最終的に超越的境地に入り、感覚を制御できるようになります。

感覚は毒蛇にたとえられ、ヨーガはそれを支配する手段です。いっぽう、ナーラダ・ムニが勧

めているのは、人格主神ムクンダへの崇高な愛情奉仕をとおして感覚を制御するという方法で

す。自分の体験に照らして、感覚を人為的に抑える方法よりも主に奉仕をするのがより効果的

だとしています。主ムクンダに奉仕をすることで感覚も神聖な奉仕をすることになり、感覚満

足のために使われることがなくなります。感覚は向けられる対象を求めています。表面的に抑

えても、それはほんとうに抑えたことにはなりません。なぜなら、蛇にもたとえられる感覚器

官は、楽しむチャンスがあれば、その対象に飛びかかろうとするものだからです。歴史にもそ

のような出来事が数多く残されており、ヴィシュヴァーミトラ・ムニがメーナカーの美しさの
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虜になって逸脱した例があります。ところがタークラ・ハリダーサの場合、美しく着飾ったマ

ーヤーに 、しかも真夜中に誘惑されたのですが、さしものマーヤーもこの偉大な献愛者を陥れ

ることはできませんでした。 

大切なのは、主に献愛奉仕をしていなければ、ヨーガ法であろうと哲学の推論であろうと、

完成の境地には達成できないということです。主に仕える純粋な献愛奉仕は、果報的活動、神

秘ヨーガ、推論哲学などとつながりがありませんから、自己の悟りに到達する一番重要な方法

です。そのような純粋な献愛奉仕は超越的な質をそなえており、ヨーガもギャーナも献愛奉仕

より劣っています。神聖な献愛奉仕が劣った方法と混じりあうと、超越的質は失われ、混合さ

れた献愛奉仕と呼ばれるようになります。『シュリーマド・バーガヴァタム』の著者であるシ

ュリーラ・ヴャーサデーヴァは、この文献のなかで、超越的悟りに到達するさまざまな方法す

べてを段階的に説明していきます。 

 

第３６節第３６節第３６節第３６節 

 

Sav| TaiddMaa:YaaTa& YaTPa*íae_h& TvYaaNaga  ) 
JaNMak-MaRrhSYa&   Mae  >avTaêaTMaTaaez<aMa(  )) 36 )) 

 
サルヴァンム タドゥ イダンム アーキャータンム 

sarvaà tad idam äkhyätaà 
 

ヤトゥ プリシュトー ハンム トゥヴァヤーナガハ 

yat påñöo 'haà tvayänagha 
 

ジャンマ ・カルマ・ラハッシャンム   メー 

janma-karma-rahasyaà me 
 

バハヴァタシュ チャートゥマ・トーシャナンム 

bhavataç cätma-toñaëam 
 

sarvam—すべての; tat—その; idam—この; äkhyätam—説明した; yat—なんでも ; 

påñöaù—〜に尋ねられた; aham—私に; tvayä—あなたによって; anagha—まったく罪がな

い; janma—誕生; karma—活動; rahasyam—不可思議な; me—私のもの; bhavataù—あな

たの; ca—そして; ätma—自己; toñaëam—満足。 
 

ヴャーサデーヴァよ。あなたはどのような罪にもけがれていない。だから、あなたの求めに

応じて、私の誕生について、そして自己を悟るための活動について説明した。私が話したこと

すべてが、あなたを満足させてくれるはずである。 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

献愛奉仕をはじめたばかりの状態から超越的境地にいたる過程が、ヴャーサデーヴァの質問

を満たすよう秩序立てて説明されています。ナーラダ・ムニは、神聖な交流をとおして献愛奉

仕の種が心に植えつけられたこと、その種が聖者の話を聞くことでどのように育っていったか

を説明しました。話を聞いて俗世への未練を断ちきったことで、幼い少年ながら、ただ一人自

分を養っていた⺟親の死の知らせを聞いても、それを神の祝福として受けとめることができま

した。そしてそれを機に、主を探しもとめる旅に出ました。俗な目では主を見ることはできま

せんが、どうしても主に会いたいというかれの一途な思いが受けいれられたのです。またナー

ラダ・ムニは、誠実な献愛奉仕をすることで、過去の活動からつながる果報的活動を断ちきら

れること、そして物質的体から精神的体に変貌したことも説明しています。精神的な体は、主

の精神的な世界に入ることのできる唯一条件であり、またその世界に入るのは心の清い献愛者

だけにかぎられています。超越的な悟りの不思議さについては、ナーラダ・ムニ自身が余すと

ころなく説明していますから、そのような権威者の話を聞く人は、ヴェーダの原書にでさえほ

とんど描写されていない献愛生活の結果がどういうものかを把握できます。ヴェーダやウパニ

シャッドにはこのような話題が（直接ではなく）間接的に描写されています。『シュリーマド・

バーガヴァタム』は献愛奉仕について直接言及しており、この超越的書物が「全ヴェーダとい

う木の熟した果実」と呼ばれる理由はここにあります。 

 

第３７節第３７節第３７節第３７節 
 

SaUTa ovac 
Wv&   SaM>aaZYa   >aGavaàardae  vaSavqSauTaMa( ) 
AaMaN}Ya vq<aa& r<aYaNa( YaYaaE Yaad*iC^k-ae MauiNa" )) 37 )) 

 
スータ ウヴァーチャ 

süta uväca 
 

エーヴァンム サンバハーッシャ バハガヴァーン 

evaà sambhäñya bhagavän 
 

ナーラドー ヴァーサヴィー・スタンム 

närado väsavé-sutam 
 

アーマントゥリャ ヴィーナーンム ラナヤン 

ämantrya véëäà raëayan 
 

ヤヤウ    ヤードゥリッチコー ムニヒ 

yayau yädåcchiko muniù 
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sütaù—スータ・ゴースヴァーミー; uväca—言った; evam—このように; sambhäñya—語り

かけている; bhagavän—超絶的な力を持つ; näradaù—ナーラダ・ムニ; väsavé—ヴァーサヴ

ィー（サテャヴァティー）という名前の; sutam—息子; ämantrya—招いている; véëäm—楽

器; raëayan—奏でて; yayau—行った; yädåcchikaù—望みどおりのところへ; muniù—その

聖者。 
 

スータ・ゴースヴァーミーが言った。「シュリー・ナーラダ・ムニはこのようにヴャーサデ

ーヴァに話したあと、意のままに、ヴィーナーを奏でながら立ちさった。」 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
だれでも完全な自由を求めています。それが、私たちが本来そなえている超越的な状態だか

らです。そしてその自由は、主への崇高な奉仕だけをとおして得られるものです。だれもが、

外的力に眩惑されているために自分は自由だと考えていますが、じつは自然の法則にがんじが

らめになっています。条件づけられた魂は、地上でさえ自由に行き来できないのですから、別

の星など行けるはずがありません。しかし、ナーラダのように思いのままに移動できる資格の

ある魂は、地上はもちろん、宇宙のどこにでも、精神界にでさえ行くことができます。至高主

に匹敵するほど無限に自由なこの人物について、私たちはその自由奔放な境地を想像するしか

ありません。なにかの理由や義務があって旅をしているのではありませんし、またどこへ行こ

うとだれもかれを止められません。同じように、献愛奉仕という超越的な方法も自由です。規

則原則に逐一従う人が奉仕の機会に恵まれる場合も、そうでない場合もあります。献愛者との

交流も自由です。その機会を得る幸運な人もいれば、努力のかぎりをつくしても得られない人

もいます。このように、献愛奉仕はその自由性が中心になっています。自由がなければ献愛奉

仕はできません。しかし、主に身をゆだねる自由といっても、どんな状態でも献愛者は気まま

に行動するということではありません。精神指導者という透明な媒体者を介して主に仕えるこ

とが、完全に自由な生活を手に入れるということなのです。 

 

第３８節第３８節第３８節第３８節 

 

Ahae devizRDaRNYaae_Ya& YaTk-IiTa| Xaa(r)RDaNvNa"  ) 
GaaYaNMaaÛiàd&  TaN}Yaa  rMaYaTYaaTaur& JaGaTa(   )) 38 )) 

 
アホー デーヴァルシル ダハニョー ヤンム 

aho devarñir dhanyo 'yaà 
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ヤトゥ・キールティンム シャールンガダハンヴァナハ 

yat-kértià çärìgadhanvanaù 
 

ガーヤンム マーデャンー    イダンム タントゥリャー 

gäyan mädyann idaà tantryä 
 

ラマヤティ    アートゥランム ジャガトゥ 

ramayaty äturaà jagat 
 

aho—〜にすべての栄光あれ; devarñiù—神々の中の聖者; dhanyaù—あらゆる成功; ayam 

yat—〜である者; kértim—栄光; çärìga-dhanvanaù—人格主神の; gäyan—歌っている; 

mädyan—〜に喜びを感じている; idam—これ; tantryä—楽器を使って; ramayati—活気あ

ふれる; äturam—苦しむ; jagat—世界。 
 

シュリーラ・ナーラダ・ムニにあらゆる栄光と成功がもたらされんことを。人格主神の活動

を讃えることに喜びを感じ、宇宙中の苦しむ魂たちに活力を吹きこむ人物だからである。 
 

要要要要旨解説旨解説旨解説旨解説 

 
シュリー・ナーラダ・ムニは楽器を奏でながら主の神聖な栄光を讃え、宇宙中の苦しむ生命

体を救っています。物質界にはだれひとりとして幸せな者はいませんし、幸せと感じられてい

るのはマーヤーが作りだした幻想です。主の幻想の力はひじょうに強く、けがらわしい糞にま

みれて住んでいる豚でさえ幸せだと思っています。しかし、物質界ではだれもほんとうに幸福

にはなれません。シュリー・ナーラダ・ムニは、苦しんでいる宇宙中の住人に教えを説くため

にあらゆる場所を旅しています。その使命は、かれらをふるさとへ、神の元へ返すことにあり

ます。それこそが、この偉大な聖者の足跡に従う真摯な献愛者すべての使命でもあります。 

 

これで、バクティヴェーダンタによる『シュリーマド・バーガヴァタム』、第１編・第６章、

「ナーラダとヴャーサデーヴァの会話」の要旨解説を終了します。 


